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昨
年
は
、
三
月
一
一
日
に
東
日
本
大
震
災
が

あ
り
、
大
津
波
に
加
え
、フ
ク
シ
マ
の
原
発
事
故
と

い
う
大
惨
事
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
犠
牲
者
と

被
災
者
を
出
し
て
、
未
だ
多
く
の
方
が
避
難
生

活
を
し
て
い
て
、
瓦
礫
処
理
、
町
や
村
の
復
興
の

目
途
も
立
た
な
い
状
態
で
す
。
大
津
波
に
建
物

や
船
が
流
さ
れ
て
い
く
映
像
に
は
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
が
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
は
目
に
は
見

え
な
い
の
で
、
公
表
さ
れ
た
以
上
の
拡
が
り
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。そ
の
よ
う
な
状
況

な
の
に
、
我
が
国
の
政
治
は
、「
収
束
宣
言
」
を
出

し
て
、
与
野
党
大
多
数
で
早
く
も
「
我
が
国
は
、

世
界
一
の
原
発
技
術
を
持
っ
て
い
る
」
と
言
い
始

め
て
、
原
発
輸
出
を
決
め
、「
脱
原
発｣

の
決
意
を

翻
し
て
い
ま
す
。
世
界
唯
一
の
２
回
の
原
爆
体
験

に
よ
る
、
か
つ
て
の
「
反
原
発
」
を
い
つ
の
間
に
か

「
安
全
神
話
」に
と
っ
て
代
わ
ら
せ
、
今
回
の
大
惨

事
に
導
い
た
道
を
再
び
歩
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

原
子
力
は
、
完
璧
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
技
術

は
な
い
で
し
ょ
う
し
、ひ
と
た
び
事
故
が
起
き
れ

ば
、
何
十
年
間
も
悪
影
響
を
残
す
、
他
の
技
術

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
ま

す
。
人
は
失
敗
を
繰
り
返
す
も
の
で
す
。も
う
一

度
、
今
回
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
れ
ば
、
我
が
国

が
立
ち
上
が
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

新
し
い
年
が「
安
全
第
一
」で
危
険
な
方
向
に

歩
ま
ず
、誰
も
が
安
心
し
て
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る

年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す 

                   

県
内
初
の
『
社
会
医
療
法
人
』に 

認
定
さ
れ
ま
し
た 

 

昨
年
一
二
月
一
日
、あ
い
ざ
と
会
は
、
徳
島

県
知
事
か
ら
社
会
医
療
法
人
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。 

社
会
医
療
法
人
は
、
平
成
一
八
年
医
療
法

改
正
に
お
い
て
、公
立
病
院
改
革
が
進
む
中
で

人権を尊重し、良質なサービスを提供して、地域で供に

生きる医療を目指します。 
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民
間
の
高
い
活
力
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
不

可

欠
な
救

急

医
療

等
確
保
事
業
を

担
う
、
公
益

性
の
高
い
医
療

法
人
と
し
て
新
た
に

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。 

藍

里

病

院
は
徳

島

県
の
精
神

科
救
急

輪
番

制
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
日
当

直
の
医

師
以

外

に
「
緊
急
対
応
医
」（
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
）
を
設
け

て
、
救
急
当
番
日
以
外
で
も
夜
間
や
休
日
な
ど
の

時

間
外
診
療
の
受
け
入
れ
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
〇
～
二
二
年
度
の
三
年
間
の
、
藍
里
病

院
の
時

間

外

等
（
救

急

）
診

療

件

数
の
実

績
が

｢

精
神
科
救
急｣

の
基
準
を
満
た
し
ま
し
た
。
他
の

要
件
と
し
て
は
、
役
員
、
社
員
等
に
つ
い
て
親
族
等

が
一
／
三
以

下
で
あ
る
こ
と
、
法
人

解
散

時
に
は

残
余
財
産
を
国
な
ど
の
も
の
と
す
る
と
決
め
て
い
る

こ
と
等
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
、
一

九

年
度
か
ら

国

税
庁
に
よ
っ
て
「
特
定
医
療

法
人
」
に
認
定
さ

れ
て
い
た
の
で
、
既
に
条
件
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。 

社
会

医
療

法
人
は
、
公

立

病
院
に
準
じ
た
法

人
と
し
て
医

療

保

健

業
に
関
し
て
は
、
法
人

税
、

固
定
資
産
税
、
不
動
産
取
得
税
等
非
課
税
の
税

制

上
の
優

遇
を
受
け
、
他
の
収

益

事

業
も
行
え

て
、こ
れ
に
関
し
て
は
、
法

人

税

率
は
軽

減

税

率

二
十
二
％
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
利
益

を
新
た
な
福
祉
事
業
や
利
用
者･

関
係
者
の
た
め

に
遣
え
ま
す
。 

   

＜社会医療法人の要件＞
○病院の設備構造、業務体制、実績が厚生労働大臣の定める基準に適合。
○役員、社員等については、親族等が３分の１以下であること。
○解散時の残余財産を国等に帰属させる旨定款に定めていること。等

○救急等確保事業（5事業）を実施。

◎東部精神科救急医療圏＝
徳島県の人口の約７割余り約

60万人が暮らす。

◎輪番制精神科救急システムに参加（８病院）。⇒ 平成１０年１１月発足時から参加。
◎救急医療等確保事業「精神科救急」の基準

＝3年間で人口万対 7.5以上の時間外等（休日、深夜を含む）診療件数
＝約450件以上必要。ただし、時間外等入院は件数に含まれない。 ⇒ 達成。

◎応急入院指定病院であること⇒ 平成１６年 ２月より指定されている。
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医
療
法
上
の
位
置
づ
け 

 

ま
た
、
社

会

医

療

法

人
は
、
大

学
や
公

的

医

療
機
関
で
構
成
す
る
「
医
療
対
策
協
議
会
」
の
構

成

員
と
な
り
、
都

道

府

県
の
「
医
療

計

画
」
の
策

定
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
医
療
計

画
」

に
定
め
る
事
項
「
四
疾
病
（
ガ
ン
、
脳
卒
中
、
急
性

心

筋
梗

塞
、
糖

尿
病
）｣

に
つ
い
て
は
、
平

成

二

三

年
七
月
に
精
神
疾
患
が
加
え
ら
れ
て
「
五
疾
病
」

と
な
り
ま
し
た
か
ら
、
役
割
が
大
き
く
な
っ
た
と
言

え
ま
す
。 

 

よ
り
良
い
医
療
と
福
祉
の 

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す 

 

藍

里

病

院
は
平

成

一

三

年
か
ら
退
院

促

進

に
取
り
組
み
、
急
性
期
治
療
を
短
期
・
集
中
的
に

行
う
体

制
を
整

備
し
、
一

六

年

一

〇
月
、
県

内

初
の
「
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
１
」
の
認
可
を

受
け
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
入
院
期
間
が
非
常
に

短
く
な
り
、
か
つ
て
の
倍

以

上
の
入

院

患

者
さ
ん

を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
現

在
で
は
、
藍

里

病

院
と
、
徳
島
市
蔵
本
駅
前
と
吉
野
川
市
山
川
町

に
開

設
し
た
精

神

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
け
る
外

来

診
療
、
訪
問
看
護
、
デ
イ
・
ケ
ア
等
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
と
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
と
じ
」
、
生
活

訓
練
施
設
「
す
く
も
寮
」
な
ど
の
、
住
居
、
生
活
訓

練
、
就

労

支

援
な
ど
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し

て
地
域
で
生
活
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。 

 

社会医療法人（医療法上の規定）

社会医療法人
公的医療機関と並ぶ5事業を担う主体（42条の2）
国、都道府県、市町村と並ぶ「地域医療支援病院」の開設主体（4条）

公的医療機関、大学と並ぶ「医療対策協議会」の構成員（30条の12）

都道府県知事の
認定

〔医療計画に定める事項〕
① 4疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病）

+ 精神疾患 →「5疾病」 （S23.7.6社会保障審議会医療部会）

② 5事業（救急医療等確保事業＝救急医療、災害時医療、
へき地医療、周産期医療、小児（救急）医療）

国（厚生労働大臣） ：医療提供体制の確保を図るための基本方針を定める（30条の3）

都道府県：国の基本方針に即し、地域の実情に応じて、医療計画を定める（30条の4）

都道府県
医療審議会の

意見

あいざと会・診療実績

314

438443

460

444

468

407
407

387

271

177

347

461

363

305

433

451
459

447
447

420414

398

274

176

353

405

304

113.0

166.0
186.0

244.0

280.0
232

223

218

226228

207

220

241240

175.6189.1

183.2
178.8

184.2
178.3

200.5

204.1
218.0

320.0

410.0

458.0

498.0

452.0

479.0
445.0

424.0

520.0
491.0

405.0

470.0

415.0

369.0373.0

404.0

306.0

321.0

27,166

39,19838,466

36,669
36,498

36,476

33,494

32,267

29,939

25,187

20,994

0

100

200

300

400

500

600

700

800

55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

昭和・平成　　年度

入
院
実
績
・
人
・
日

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

開院～平成23年度 11月まで、8カ月間のデータ

外
来
実
績
・
人

年間入院数
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年度末在院数

平均在院日数

病院＋ｸﾘﾆﾂｸ・外来延患者数

パ
テ
ィ
オ
Ｃ
開
院
↓

山
川
Ｃ
開
院
↓

↑ 精神科急性期治療病棟

デ

イ

ケ

ア

 

す

く

も

寮

 →

新

病

棟

訪
問
看
護
 
↓

こ
と
じ
　
↓
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２
４
時
間
相
談
窓
口
を
予
定
し
て
い
ま
す 

 
病

院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
施

設
の
「
電
子
カ
ル
テ
」
等

を
専
用
線
で
結
び
、
夜
間
で
も
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

に
活

用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
平

成

二

三

年 

六
月
か
ら
は
「
あ
い
ざ
と
・
こ
こ
ろ
の
医
療
福
祉

相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
、
精
神
科
救
急
、
受

診
前
相
談
、
受
診
後
相
談
、
暮
ら
し
の
相
談
等
の

電

話

相

談
を
行
っ
て
、
地

域
で
の
暮
ら
し
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
今
春

か
ら
は
「
２
４
時

間
相

談
窓

口
」
に
拡

大
す
る
予

定
に
し
て
お
り
ま
す
。 

二

三

年
一

二

月

一

三

日
か
ら
は
吉

野

川

市

の
あ
い
ざ
と
山
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
デ
イ･

ケ
ア
を
開

設

し
ま
し
た
し
、
本
年
は
、
あ
い
ざ
と
パ
テ
ィ
オ
ク
リ
ニ
ツ

ク
に
も
訪
問
看
護
室
を
設
け
る
予
定
に
し
て
お
り

ま
す
。
住
居
対
策
と
し
て
は
、
本
年
も
昨
年
に
続
い

て
新
た
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
計

画
し
て
お
り
ま

す
。
生

活

訓

練

施

設
「
す
く
も
寮
」
は
今

春
か
ら

は
、
宿
泊
型
自
立
訓
練
事
業
所
「
す
く
も
」
と
す
る

予
定
で
す
。 

今
後
も
、
藍
里
病
院
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
二
つ

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
診
療
体

制
の
充
実
を
は
か
り
、
精

神

科

救

急
、
統

合

失

調

症
、
気

分

障

害
、
認

知

症
、
依

存

症
、
合

併

症
な
ど
の
診

療

機

能
、
そ
し

て
、
地
域
医
療･

外
来
機
能
を
高
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
地

域

活

動

支

援
セ
ン
タ
ー
「
こ
と
じ
」
、

生
活
訓
練
施
設
「
す
く
も
寮
」
な
ど
、
そ
し
て
医
療

サ
イ
ド
で
は
デ
イ
・
ケ
ア
や
訪

問

看

護
、
そ
し
て
相

談

室
な
ど
が
利

用
者
、
ご
家

族
、
県
・
市

町

村
な

ど
、
関

係

機

関

等
の
皆

様
と
連

携
・
協

働
し
て
こ

れ
ま
で
以
上
に
相
談
支
援
、
生
活
支
援
、
退
院
支

援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
あ
い
ざ
と
会
は
、
精

神

科

医

療･

福

祉
サ
ー
ビ
ス
で
地

域
に
貢

献
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
、
ご
利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

           

患者さんの作品  
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こ
の
度
の
デ
イ
ケ
ア
・S

A
N

G
A

・
山

河
の
開

設

が
社
会
医
療
法
人
と
し
て
の
最
初
の
事
業
と
な
っ

こ
と
を
喜
び
と
し
て
感
じ
て
い
ま
す
。 

平
成
十
八
年
三
月
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
院
当
初

は
都

会
の
よ
う
に
精

神

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
必

要

度

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
交

通
の
便

が
悪
い
県
西
部
で
は
、
遠
く
か
ら
医
療
機
関
を
受

診
す
る
に
は
不
便
を
感
じ
て
い
る
人
は
あ
る
だ
ろ
う

か
ら
、
採
算
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と
も
藍
里
病
院

へ
通
院
中
の
人
に
と
っ
て
は

サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
は
な

り
、
訪
問
看
護
も
地
域
を

拠
点
に
す
る
こ
と
で
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
二
、
三

年
も

経

過

す
る
と
小

生
の
予

想
に
反
し
て
、
受

診
す
る

人
に
は
申
し
訳
な
い
ほ
ど

待
ち
時

間
の
長
い
、ス
タ
ッ

フ
に
は
多
忙
な
状

況
と
な

り
ま
し
た
。
今

年
で
五

年

余
り
が
経
過
し
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
も
病

院

デ
イ
ケ
ア
に

通
え
な
い
人
た
ち
向
け
の
病

院
と
は
違
っ
た
地

域

に
密
着
す
る
よ
う
な
デ
イ
ケ
ア
も
あ
っ
た
ら
い
い
の
に

と
の
思
い
が
や
っ
と
実

現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も

大

勢
の
受

診

者
が
あ
り
、
デ
イ
ケ
ア
参

加
し
て
も

ら
え
そ
う
な
状
況
が
で
き
た
お
か
げ
で
す
。
近
隣
の

医

療

機

関
か
ら
患

者
さ
ん
を
紹

介
し
て
頂
い
た

お
礼
も
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
ま
ず
は

信
頼
し
て
頂
い
た
こ
と
を
感
謝
致
し
ま
す
。 

今
年
は
例
年
に
な
く
様
々
な
出
来
事
に
遭
遇

し
ま
し
た
。
世

界
的
に
は
イ
ス
ラ
ム
世

界
の
政

変
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
信

用

不

安
、
3
・
１１
の
大

震

災
・
原

発
事
故
、つ
ま
り
は
政
治
、
経
済
、
科
学
技
術
へ
の

信
頼
が
ぐ
ら
つ
い
た
一
年
で
し
た
。
個
人
と
し
て
も

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
の
存
在
不
安
を
感
じ
た
一

年
で
し
た
、
不

安

定
さ
の
中
で
絆
を
求
め
て
結
婚

す
る
人
が
増
加
し
た
と
か
の
話
題
も
あ
り
ま
す
が
、

「
絆
」
と
い
う
言
葉
が
古
く
さ
く
な
く
親
し
み
と
共

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
社
会
風
潮
の
中
で

デ
イ
ケ
ア
の
愛
称
を
考
え
、
地

域
と
の
絆
を
大

切

に
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
り

S
A

N
G

A

と
し
ま
し

た
、
山

川
に
あ
る
の
で
、「
山

河
」
な
ん
で
す
が
、
歌

謡
番
組
で
唄
わ
れ
て
い
る
「
山
河
」
同
様
、
心
の
中

の
ふ
る
さ
と
の
風
景
で
も
あ
り
ま
す
。
小
生
も
ス
タ
ッ

フ
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
皆

様
か
ら
親
し
ま
れ
る
デ

イ
ケ
ア
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。 

 

入 り口  受 付 前  風 景  

広 々とした室 内  



  

6 
こころの医療福祉相談 365 日 午後 5 時～10 時まで ０８８－６９４－５１５１ 

  

                                

                           

 

外来 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

午
前

久保

鬼原
135
中木2
元木4

午
後

休
診
日

鬼原
城福

（鬼原）
鬼原

田宮街道

徳島科学技術高校

南矢三町蔵本元町

蔵本運動公園 徳島大学 県立中央病院
国道１９２号線

佐古

ＪR蔵本駅

県
道
徳
島
引
田
線

蔵本駅前パーキング

あいざとパティオクリニック

（パティオくらもと２階） 阿波銀行 蔵本支店

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

新
・
再

山下 元木 井上 中木
藤本
吉田

山下
吉田

藤本 藤本 山下
藤本
1245
久保3

専
門
外
来

山下
ｽﾄﾚｽ

吉田
ｱﾙｺｰﾙ

藤本
うつ病

山下
不眠

金曜日 土曜日
外来

休
診
日

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日

外来 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土･日 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日 

新患 
守本 

宇山 
中木 

吉田 

宇山 

元木 

井上 

大学 

宇山 

守本 

大学 

井上 

藤本 

宇山 

守本 
井上 
中木 
宇山 

元木 守本 

休
日
・
時
間
外
の
診
療
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、 

予
め
お
電
話
下
さ
い
。 

再来 

久保 

吉田 

城福 

久保 
山下 

元木 
宇山 

中木 

久保 
藤本 

山下 

鬼原 

吉田 

 
守本 

吉田 
井上 

専門 

外来 
城福      

藤本： 
老年期 

吉田： 
依存症 

   

 


